
1977
事務用機器を中心に、リー
ス・クレジットの取扱開始

1980
リコーグループ社員を対象に個人向けロー
ン（マイカーローン）の取扱開始

1998
リコーグループ社員を対象に 
住宅ローンの取扱開始

2002
クリニック開業支援を目的にした融
資「ドクターサポートローン」の取扱
開始

2016
修繕積立金不足などのニーズに対応するために
マンション管理組合向けローンの取扱開始

2011
介護事業者の運転資金を支援する 

「介護ファクタリングサービス」の取扱開始

1978
リコーグループを中心
に、車両のリースを取
扱開始

1998
リースに比べ契約期間を短い期間で 
設定できる「NCレンタル」の取扱開始

2000
スコアリングシステムを
導入し、小口与信を効
率化・高精度化

2000
ビジネスローンセンター
を開設し、法人向け融資
の取扱開始

2002
お客様が契約情報を照会・
閲覧できる「オンラインリー
ス」のサービス開始

2012
お客様の環境経営を支援するために太陽
光発電設備のリースを取扱開始

1984
販売会社に代行して口座振替で売掛金を集
金し、一括で支払う「集金代行サービス」の
取扱開始

2017
暮らしやすいまちづくりに
貢献するために住宅賃貸
事業を開始

2018
創エネ・省エネを軸とした新
たな環境分野への挑戦として
太陽光発電事業の営業開始

2020
不動産分野へのエクイティ出
資、信託受益権の短期保有な
ど投資手法を多様化

リコーリースグループのあゆみ
カバーストーリー

リコーリースグループは、リコー製品の販売支援を目的に設立され、大きく変化する社会情勢に対応しながらお客様や取引先ベ
ンダーとともに、事業領域を拡大してきました。DNAであるベンダーリースを基軸に、新たな事業へ挑戦し続けることで、社会
課題の解決に貢献していきます。

リース・クレジットを軸にリコー
製品の販売支援をスタート

リコーグループ社員向けのローン、販売会社向けの
集金代行・ファクタリングなど、金融サービスを拡充

リコー製品を軸に取扱高を拡大し、
上場に向け体制強化

リコーグループへの商品展開をベースに、グループ
外への営業活動強化によりさらなる成長加速

ファイナンスにおける知見をベースに、 
関連分野での事業投資を拡大

『循環創造企業へ』を中長期ビジョンに掲げ、 
環境・社会・経済の持続的な発展に貢献

1976
リコークレジットとして設立

1981
東京ビジネスレントを 
子会社化

1996
東証二部に 
株式を上場

2000
ISO9001
を取得

2001
東証一部
に指定

2005
テクノレント
を子会社化

2004
社会貢献型株主
優待制度開始

2020
リコー、みずほリースと3社
間の業務提携契約を締結
エンプラスを子会社化

2021
従量課金方式オペレーティング
リース「NCペイパー」の取扱開始

2021
個人向けマンションローンの新商品
リリース

2022
エンプラスが東急住宅リース
と業務提携し、外国人向け賃
貸住宅の提供開始

2022
東証プライム市場に移行

「豊かな未来積立金」制
度開始

1984
リコーリースへ 
社名変更

1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代 2020年代

リース＆
ファイナンス

事業
（リース・割賦分野）

リース＆
ファイナンス

事業
（融資分野）

サービス事業

インベストメント
事業
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  3,038億円

134億円

売上高

親会社株主に帰属する
当期純利益

1986
販売会社の財務体質強化支援として、
ファクタリングの取扱開始

2005
コンビニを窓口に各種代
金を代行回収する「コン
ビニ収納サービス」を取
扱開始

2006
集金代行サービス
Webサイト

「コレクト！」リリース

2011　
介護事業者の運転資金を支援する

「介護ファクタリングサービス」の取扱開始

親会社株主に帰属する当期純利益（右軸）売上高（左軸）
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カバーストーリー 中期経営計画の推進 経営基盤とマネジメント
リコーリースグループの

価値創造
持続可能な成長の
マネジメント
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